
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

   

   

 
   

   

   

 
     

   

 
 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成25年12月期第１四半期の連結業績（平成25年１月１日～平成25年３月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第１四半期 3,233 △12.5 545 △39.2 575 △36.0 429 △51.1
24年12月期第１四半期 3,693 32.0 896 149.6 899 153.0 878 219.5

(注) 包括利益 25年12月期第１四半期 611百万円(△41.5％) 24年12月期第１四半期 1,045百万円( 423.9％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年12月期第１四半期 16.16 ―
24年12月期第１四半期 31.46 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年12月期第１四半期 19,031 14,648 76.9
24年12月期 18,309 14,405 78.6

(参考) 自己資本 25年12月期第１四半期 14,633百万円 24年12月期 14,396百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00
25年12月期 ―

25年12月期(予想) 5.00 ― 10.00 15.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年12月期の連結業績予想（平成25年１月１日～平成25年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,500 9.8 900 5.4 910 5.3 550 △33.9 20.69
通期 13,000 10.2 1,800 18.0 1,820 18.1 1,100 △23.6 41.38

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 
 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年12月期１Ｑ 28,000,000株 24年12月期 29,000,000株

② 期末自己株式数 25年12月期１Ｑ 1,532,375株 24年12月期 2,280,681株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期１Ｑ 26,583,385株 24年12月期１Ｑ 27,923,927株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（事業環境） 

 当第１四半期連結累計期間の我が国経済は、欧州の債務問題や中国市場での不安定さが依然として解

消されないものの、米国経済の改善傾向や政権交代による景気回復への期待感から円高の是正や株高が

進行するなど、明るさが見えてまいりました。一方、実体経済においては消費や機械受注統計などに改

善傾向が見られるものの、明確な底入れには至っていない中で推移してまいりました。 

（受注高、売上高および受注残高の状況） 

このような事業環境のなか、前連結会計年度の第４四半期より減速していた当社グループの受注は３

月に入り改善したものの回復は遅れ、第１四半期連結累計期間の受注高は27億３千万円（前年同期比

18.2％減）となりました。売上高につきましては、期首受注残についてはほぼ計画どおり生産できたも

のの、受注の回復遅れが影響し、32億３千３百万円（前年同期比12.5％減）となりました。受注残高に

つきましては、特注試験装置に係る受注残を一定量確保しており、39億８千９百万円（前年同期比

19.1％増）となりました。 

（損益の状況） 

 損益面につきましては、コスト管理の徹底や商品の高付加価値化の取り組みを継続しているものの、

売上高の減少が影響して売上原価率は49.5％（前年同期は47.3％）となり、また販売費及び一般管理費

も前年同期に比べ３千８百万円増加したことから、営業利益は５億４千５百万円（前年同期比39.2％

減）、経常利益は５億７千５百万円（前年同期比36.0％減）となりました。また、税務上の欠損金が解

消されたことにより税金費用が増加する一方、神奈川県臨時特例企業税の返還が決定されたことによる

影響を含め、四半期純利益は４億２千９百万円（前年同期比51.1％減）となりました。 

なお、当社テクニカルセンター（横浜市緑区）において、老朽化した空調設備および照明設備の省エ

ネ化更新（平成25年１月完成）について補助金が認められたため圧縮記帳することとし、９千８百万円

を国庫補助金として特別利益に計上し、同額を固定資産圧縮損として特別損失に計上しております。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

＜計測機器＞ 

「計測機器」におきましては、受注高が11億７百万円（前年同期比11.3％減）、売上高が11億１百万

円（前年同期比7.9％減）、営業利益は１億３千８百万円（前年同期比41.2％減）となりました。製品

群別の概況では、回転・速度計測機器、寸法・変位計測機器などの生産設備関連製品は前年第４四半期

から減速傾向が続いております。トルク計測機器はモータ関連の効率化のための受注が拡大し、新製品

効果も寄与して拡大基調となりました。音響・振動計測機器は、センサ類は堅調でしたが比較的高額の

解析装置が設備投資の回復遅れにより減速傾向となりました。自動車性能計測機器は、新製品（車速

計、燃費計、燃焼解析装置）の投入効果により拡大基調となりました。 

＜特注試験装置及びサービス＞ 

「特注試験装置及びサービス」におきましては、自動車業界関連を中心とした設備投資に回復の遅れ

が見られ、受注高は16億２千１百万円（前年同期比22.4％減）となりました。売上高につきましては、

期首受注残をほぼ計画どおり生産できたことにより21億２千８百万円（前年同期比14.7％減）となりま

した。売上高はほぼ計画どおりですが、前年は同期間の指定納期案件が集中していたため、前年同期比

では減少となりました。損益面につきましては、付加価値の高い案件が継続できているものの、売上高

が前年同期比で減少したことから、営業利益は４億６百万円（前年同期比38.5％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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＜その他＞ 

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当

社が所有する土地・建物の管理業務を行っております。 

当区分の売上高は３千５百万円(前年同期比2.2％増)、営業利益は１百万円(前年同期は０百万円の営

業損失)となりました。なお、同区分の外部顧客に対する売上高は２百万円（前年同期比15.3％増）で

あります。 

  

（参考）セグメント別の受注実績および売上実績ならびに営業利益実績 

 
(注) １  セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

  

  受注実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 1,247 1,107 △140 △11.3%

特注試験装置及びサービス 2,089 1,621 △467 △22.4%

その他 34 35 0 2.2%

（調整額） △32 △32 0 －

合計 3,339 2,730 △608 △18.2%

  売上実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 1,196 1,101 △94 △7.9%

特注試験装置及びサービス 2,495 2,128 △366 △14.7%

その他 34 35 0 2.2%

（調整額） △32 △32 0 －

合計 3,693 3,233 △460 △12.5%

  営業利益実績（△損失） （単位：百万円）

セグメントの名称
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 235 138 △96 △41.2%

特注試験装置及びサービス 661 406 △254 △38.5%

その他 △0 1 2 －

（調整額） 1 △1 △2 －

合計 896 545 △351 △39.2%
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当第１四半期連結会計期間末における総資産は190億３千１百万円となり、前連結会計年度末と比べ

７億２千１百万円の増加となりました。主な内訳は、売掛金の増加、有形固定資産の増加、投資有価証

券の評価による増加であります。負債は43億８千３百万円となり、前連結会計年度と比べ４億７千９百

万円の増加となりました。主な内訳は、短期借入金の増加、前受金の増加、賞与引当金の増加、未払法

人税の計上であります。また、純資産は146億４千８百万円となり、前連結会計年度と比べ２億４千２

百万円の増加となりました。主な内訳は、四半期純利益の計上による増加、自己株式の取得による減少

であります。 

当第１四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

<営業活動によるキャッシュ・フロー> 

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億２千万円の増加となりました。収入の主な内訳は、税金

等調整前四半期純利益５億７千４百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額３億５千３百万

円、法人税等の支払額１億１千４百万円であります。 

 前年同四半期と比較すると、７億１千５百万円の収入の減少となりました。 

<投資活動によるキャッシュ・フロー>  

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億３千３百万円の支出となりました。支出の主な内訳は、

有形固定資産の取得による支出４億８千３百万円、保険積立金の積立による支出６千８百万円であり、

収入の主な内訳は、補助金の受取額９千８百万円、保険積立金の解約による収入２千３百万円でありま

す。 

 前年同四半期と比較すると、４億１千５百万円の支出の増加となりました。 

<財務活動によるキャッシュ・フロー> 

財務活動によるキャッシュ・フローは、５千２百万円の支出となりました。支出の主な内訳は、配当

金の支払額２億５千万円、自己株式の取得額１億２百万円であり、収入の主な内訳は、短期借入金３億

円であります。 

 前年同四半期と比較すると、４億４千５百万円の支出の減少となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ２億３千６百万円減少し、当第１四半

期連結累計期間末には23億２千７百万円となりました。 

  

当第１四半期連結累計期間におきましては、受注の回復が遅れ、売上高も計画より若干遅れておりま

す。一方、受注残としては前年同期を上回る残高を確保しており、３月から足元の受注に回復傾向が見

られること、またコストおよび利益率についてはほぼ計画の範囲内で推移していることから、本年１月

29日に発表した業績予想に変更はありません。 

なお、「計測機器」は受注から納入までのリードタイムが比較的短いことから、短期的な景気変動の

影響を受ける傾向があります。一方、「特注試験装置」は、顧客企業の中期的な開発投資計画および生

産設備投資計画等の影響を受ける傾向があります。 

当社グループでは、引き続き「お客様視点で新価値商品を」提供することをめざし、業績予想の達成

に向け活動を継続してまいります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年１月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお

ります。 

これによる損益に与える影響は、軽微であります。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,563 2,327

受取手形及び売掛金 2,631 3,127

商品及び製品 429 382

仕掛品 1,280 1,215

原材料及び貯蔵品 402 411

繰延税金資産 100 100

その他 39 130

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,449 7,695

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,881 4,093

土地 5,069 5,069

その他（純額） 655 713

有形固定資産合計 9,606 9,876

無形固定資産 51 46

投資その他の資産   

投資有価証券 927 1,094

従業員に対する長期貸付金 1 1

繰延税金資産 97 91

その他 175 224

投資その他の資産合計 1,202 1,412

固定資産合計 10,860 11,336

資産合計 18,309 19,031
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,303 1,194

短期借入金 － 300

未払法人税等 72 209

賞与引当金 39 166

その他 894 964

流動負債合計 2,310 2,834

固定負債   

退職給付引当金 1,396 1,391

役員退職慰労引当金 157 126

環境対策引当金 15 15

その他 23 14

固定負債合計 1,592 1,548

負債合計 3,903 4,383

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,134 7,134

資本剰余金 2,293 1,868

利益剰余金 6,148 6,310

自己株式 △975 △651

株主資本合計 14,600 14,660

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △130 20

為替換算調整勘定 △72 △48

その他の包括利益累計額合計 △203 △27

少数株主持分 8 14

純資産合計 14,405 14,648

負債純資産合計 18,309 19,031
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 3,693 3,233

売上原価 1,747 1,599

売上総利益 1,946 1,633

販売費及び一般管理費 1,049 1,088

営業利益 896 545

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

為替差益 4 3

賃貸収入 3 2

還付加算金 － 26

その他 7 4

営業外収益合計 16 38

営業外費用   

支払利息 3 0

社債利息 0 －

売上割引 6 5

支払手数料 3 3

その他 0 0

営業外費用合計 13 8

経常利益 899 575

特別利益   

国庫補助金 － 98

特別利益合計 － 98

特別損失   

退職給付制度終了損 12 －

投資有価証券評価損 － 0

固定資産除却損 0 －

固定資産圧縮損 － 98

特別損失合計 12 98

税金等調整前四半期純利益 886 574

法人税、住民税及び事業税 4 220

法人税等還付税額 － △70

法人税等調整額 4 △8

法人税等合計 8 141

少数株主損益調整前四半期純利益 877 433

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 4

四半期純利益 878 429
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 877 433

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 159 151

為替換算調整勘定 8 25

その他の包括利益合計 167 177

四半期包括利益 1,045 611

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,045 605

少数株主に係る四半期包括利益 △0 5
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 886 574

減価償却費 122 117

賞与引当金の増減額（△は減少） 129 126

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4 △4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13 △31

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

受取利息及び受取配当金 △0 △1

支払利息及び社債利息 3 0

補助金収入 － △98

固定資産圧縮損 － 98

固定資産除却損 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △270 △353

たな卸資産の増減額（△は増加） 76 107

仕入債務の増減額（△は減少） △7 △110

未払消費税等の増減額（△は減少） 17 12

その他 45 △106

小計 984 331

利息及び配当金の受取額 0 1

利息の支払額 △7 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △41 △112

営業活動によるキャッシュ・フロー 935 220

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △18 △483

無形固定資産の取得による支出 △1 －

補助金の受取額 － 98

保険積立金の積立による支出 － △68

保険積立金の解約による収入 － 23

その他 1 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △18 △433

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 300

長期借入金の返済による支出 △166 －

社債の償還による支出 △200 －

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △102

配当金の支払額 △130 △250

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △498 △52

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 29

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 424 △236

現金及び現金同等物の期首残高 2,168 2,563

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,592 2,327
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 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務を行っております。 

２  セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務を行っております。 

２  セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

第１四半期連結累計期間において、平成25年２月７日開催の取締役会決議に基づき、自己株式250,000

株を１億１百万円で取得いたしました。また、平成25年３月６日開催の取締役会決議に基づき、平成25年

３月21日に自己株式1,000,000株を消却いたしました。主にこの影響により、当第１四半期連結会計期間

における自己株式は1,532,375株、６億５千１百万円となりました。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 1,196 2,495 3,691 2 3,693 ― 3,693

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 32 32 △32 ―

計 1,196 2,495 3,691 34 3,726 △32 3,693

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

235 661 896 △0 895 1 896

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 1,101 2,128 3,230 2 3,233 ― 3,233

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 32 32 △32 ―

計 1,101 2,128 3,230 35 3,265 △32 3,233

セグメント利益 138 406 544 1 546 △1 545

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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